





























『イーハトーボの劇列車』以前の戯曲の結末が、主人公の〈死〉で終わるという悲喜劇的性質が強いのに対して、 『イーハトーボの劇列車』は、悲劇性もそれほど激しくないウェットな内容で、主人公の〈死〉もそれ以前のものに比べるとそれほど鮮烈なものとしては描かれていない。両作 間には、大きな断絶があると考えられる。こ ことに着目して『イーハトーボの劇列車』の初出の年一九八〇年から、一九七〇年代までに発表された戯曲を井上ひさしの初期戯曲作品であると、本論では定義する。　
その定義に従うと『うかうか三十、ちょろちょろ四十』から
『小林一茶』までが井上ひさしの初期戯曲作品であるということになる。　












































































































植光彦は「井上ひさしに特徴的なのは、動物たちを、世直しに尽力するキャラクターとして登場させる点だ。もちろん井上ひさのヒーローやヒロインは、すべて直接ま は間接的に世直しにかかわっているといってもいいが、動物の主人公たちの役割はさらに明確だ。彼らは徹底的に人間に尽くし、時として人 によって命を奪われる 『十一ぴきのネコ』 （
7注年）の「にゃん太郎」ほか





























































一方道化は、 〈愚かさ〉 〈両義性〉 〈笑い〉といった性格によっ




ができる。 『表裏源内蛙合戦』では、主人公の表の源内に対して、裏の源内が、 『藪原検校』では主人公の杉の市に対して保己市とお市が、ほぼその関係に当たるとみな よいだろう。　
翻って『十一ぴきのネコ』では、知恵をもってネコを導いてゆ

























































































































が九匹のネコたちによって殺される理由を考えてきた。この節では、にゃん太郎の〈死〉にどのよう 意味が与えられているのかを明らか していきたい。またそれを踏まえ 上で、 『十一ぴきのネコ』という作品が、他の井上戯曲とど 違うのか、さ にはにゃん太郎の〈死〉が何を訴えているのかにつ て考究した 。　
さて、にゃん太郎の〈死〉が描かれるエピローグは、第二節で
















てからエピローグまでの出来事は、語られない空白の時間である。どのような経緯によってネコの国がエピローグまでに出来上がったのかを観客は知ることが出 ず、にゃん太郎の語りから想像するしかない。だから観客は、にゃん太郎の言う「暗さ」を具体的な形と て捉える事が出来ないのだ。しかしその代わりに、にゃん太郎が九匹のネコたちによって殺されるところを目撃する。そのことによって観客は、ネコの国の社会 「暗さ」 正体を見 ことになるのである。　
ネコの国は誰かを犠牲にした上でしか存在し得ない。それこそ
が、にゃん太郎の危惧であった。そ 事実を、観客は ゃん太郎殺しという具体的な事実を目撃 ことによって まざまざ 知ることになる。にゃん太郎の〈死〉には、 うな大きな意味が与えられていたのである。　
次に考えていきたいのは、他の井上戯曲の幕引きにもたらされ
る主人公の〈死〉 『十一ぴきのネコ』 それとの違いであるその鍵を握っているのはにゃん十一である 論者は考え 。　
第三節で少し触れたが、 『十一ぴきのネコ』は主人公が自らの
影・シャドウ的存在によって害されない作品 。 『表裏源内蛙合戦』の表の源内の〈死〉は大衆と裏の源内によって、 藪原検校』の杉の市の〈死〉は、保己市とお市によってもたらされた
ものである。裏の源内も、保己市とお市も、それぞれの戯曲の主人公とシャドウ的関係がある。しかし『十一ぴきのネコ』では、主人公のにゃん太郎とシャドウ関係を結ぶにゃん十一は、にゃん太郎を害さない。害さないどころか、む ろにゃん太郎の〈死〉を悼んでいるか ように え見える。　
以下に、エピローグの中のにゃん十一の登場部分を引用しよ
う。















において表の源内を追い詰める大衆に近い存在である。しかし、九匹のネコたちにはそれぞれ設定された過去と性格などの個性が付与されている。すなわち、にゃん太郎は〈それぞれの顔をもった〉 〈かつ の仲間〉 殺されたことになり、それによって、より悲惨さが具体化され強調されている。幕引きの〈死〉が訴えいる事は、理想から離れたものに った今の日本社会と似通っているネコの国の建国によって、九匹 仲間だったネコが変わってしまったという「暗 」なのである。　
しかしこうした「暗さ」を訴えた後に、先程触れたにゃん十一








戯曲の幕引きにおける主人公の〈死〉について論じてきた。三作品に共通して描かれて来たのが、劇の幕引き もな ている主人公の〈死〉な である。
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　『表裏源内蛙合戦』 、 『藪原検校』 、 『十一ぴきのネコ』 、この三作品では、程度の差はあるが幕引きに主人公に〈死〉が訪れるまで、歌や言葉遊びが豊富に使われている。よって幕引きの主人公の〈死〉は、それを受け取る観客（これは戯曲を読む読み手と重なる）にとって衝撃であるのは間違いない。　その理由の一つに、三作品のどの主人公の〈死〉も、決して笑
えるものではないからだ。 もそも〈死〉は、基本的 笑えるものではない。しかしブラックユーモアとして、 〈死〉を笑える対象として描くことは可能である。その証拠に『藪原検校』では、杉の市の殺人場面を滑稽なものとして描いている。つまり 井上ひさしが〈死〉を笑える対象と て描くことは出来 で 。しかし、ここまで挙げた三作品の幕引きにおける主人公はいずれも笑える対象ではなく、逆に観客が今ま 笑っ た笑いを強張らせる効果を与える。　
三作品ではそれぞれ訴えるテーマが違うが、それは、笑いを強
張らせる効果、すなわち主人公の〈死〉を って、最後 完成されるのであ 。　
だが、その後の井上ひさしがなおもその手法を取り続けていた
訳ではないと論者は考える。その新たな萌芽がうかがえる が第三節 触れた「にゃん十一」の存在である。 「にゃん十一」か
らは初期戯曲以後の井上ひさし戯曲にある、ある種の救いを象徴する要素を二つ見出すことが出来る。　
一つは、 「にゃん十一」のようにネコの国に組み込まれていな
い、あらゆ 社会的枠組み・または戯曲の枠組み とらわれない存在が主人公に寄り添うことだ。例えば『イーハトーボの劇列車』で描かれた赤い帽子の車掌という、現実ではない世界にいる存在を挙げることができる。その他の作品では、幽霊（既に亡くなった人物）が多く描かれるようになる。幽霊は、既に〈死〉を経験したことによって社会的枠組みにも戯曲 枠組みにも縛られない自由 存在 して描かれ、主人公に寄り添う役割を果たしている。例を挙げると、 『頭痛肩こり樋口一葉』 花蛍、 『父 暮らせば』の原爆で死んだ父 ムサシ』の宮本武蔵と佐々木小次郎以外の登場人物である亡霊たち。これらは主人公たちに社会的枠組み・または戯曲の枠組みにとらわれない生き方を提示することで、主人公たちを解放していく働きを有して る 考えられる。　
二つ目は、この世に生き続ける存在である。 「にゃん十一」は
エピローグの後も生き続ける。初期戯曲以後の井上ひさし戯曲には、生き続け、なおかつ何か 作り続けることに 生の意義を見出そうとする主人公達が多く描かれるようにな 。これは早く『十一ぴきのネコ』以降の初期作品にも見いだすことができる。
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例えば、 『それからのブンとフン』では、作家のフンが生きて小説を書き続けるさまに、 『たいこどんどん』では、幇間・桃八が生き続けるさまに。中でも『太鼓 たいて笛ふいて』における林芙美子の「 かなくては、書かなくてはね」というセリフや、『ムサシ』の亡霊の筆屋乙女の「生きていればもっといっぱい書けたのに」といったセリフがそれを表わしているものとして具体的に挙げられる。　
多くの〈死〉を描き、 〈死〉の場面に重要な意味を込め続けて
きた井上であっ が、中期以降は〈生きること〉 、 〈生きて何かを作ること〉にも同じく いの重要性 見出そうとしていたと言えるだろう。　
あらゆる枠組みにとらわれない存在を目指すこと、生き続けて




































 『十一ぴきのネコ』の引用は、 『井上ひさし全芝居その一』 （新潮社
 
一九八四年四月）によった。
（たかはし
　
ともこ
　
二〇一四年日文卒）

